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平
成
十
年
（
一
九
九
八
）
に
始
ま
っ
た
『
新
編
八
戸
市
史
』
の
編
纂
は
、
資
料
編

十
三
巻
・
通
史
編
三
巻
を
以
て
、
平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）
に
終
了
し
た
。
近

世
の
公
的
記
録
を
基
に
編
纂
さ
れ
た
旧
『
八
戸
市
史
』
を
踏
ま
え
つ
つ
、
対
象
と
な

る
時
代
を
原
始
・
古
代
か
ら
現
代
ま
で
、
扱
う
地
域
を
八
戸
周
辺
か
ら
日
本
全
体
ま

で
広
げ
た
こ
と
で
、
研
究
の
蓄
積
は
格
段
に
厚
み
を
増
し
た
。
そ
れ
で
も
、
分
量
や

体
裁
の
関
係
で
掲
載
を
見
合
わ
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
史
資
料
が
多
々
あ
り
、
そ
の

一
部
は
別
巻
「
八
戸
の
歴
史
叢
書
」
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
刊
行
が
続
い
て
い
る
。

　
「
遠
山
家
日
記
」（
八
戸
市
立
図
書
館
蔵
、
以
下
「
日
記
」
と
略
記
）
も
そ
の
一
つ

で
、
す
で
に
六
巻
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
概
要
は
福
井
敏
隆
氏
が
本
誌
で
触
れ

て
い
る
が
（「
八
戸
の
歴
史
叢
書
『
八
戸
藩
遠
山
家
日
記
』
第
一
巻
〜
第
六
巻
」、『
弘

前
大
学
國
史
研
究
』
一
四
四
、
二
〇
一
七
年
）、
こ
の
度
、
続
巻
と
な
る
第
七
巻
が

出
た
の
で
、
内
容
紹
介
を
兼
ね
、
若
干
の
所
感
を
述
べ
た
い
。

　

ま
ず
、
基
本
事
項
を
確
認
し
て
お
こ
う
。「
日
記
」
は
、
八
戸
市
立
図
書
館
が
所

蔵
す
る
遠
山
家
旧
蔵
本
約
一
六
七
五
件
に
含
ま
れ
て
い
る
。
八
戸
藩
士
遠
山
家
の
当

主
が
代
々
書
き
継
い
だ
も
の
で
、
七
代
目
庄
右
衛
門
（
平
馬
）
が
家
督
を
継
い
だ
翌

年
の
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
か
ら
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
ま
で
の
足
か
け
一
二

八
年
間
の
記
録
で
あ
る
。
一
年
一
冊
が
基
本
だ
が
欠
本
や
分
冊
が
あ
り
、
平
成
二
十

八
年
（
二
〇
一
六
）、
現
状
の
一
一
一
件
（
同
館
「
遠
山
家
旧
蔵
本
目
録
」
番
号
三
・

　

八
戸
の
歴
史
叢
書

『
八
戸
藩
遠
山
家
日
記
』
第
七
巻

本
田　
　

伸

四
一
〜
一
五
一
）
が
県
重
宝
に
指
定
さ
れ
た
。
藩
政
の
動
き
や
地
方
の
武
家
の
生

活
、
江
戸
時
代
の
経
済
・
社
会
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
史
料
で
あ
る
。

　

本
巻
は
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
か
ら
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
ま
で
、
六
年
間

分
・
七
冊
（
安
政
五
年
は
二
分
冊
、「
遠
山
家
旧
蔵
本
目
録
」
番
号
三
・
一
〇
二
〜

一
〇
八
）
を
収
録
す
る
。
主
な
書
き
手
は
八
代
目
当
主
の
庄
太
夫
（
屯
）
だ
が
、
安

政
五
年
四
月
に
病
を
得
た
た
め
、
嫡
子
の
庄
馬
（
庄
七
）
が
四
月
八
日
か
ら
引
き
継

い
だ
。「
解
題
」
に
採
り
上
げ
ら
れ
た
主
な
事
項
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

【
1
】
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
①
庄
馬
の
諸
芸
稽
古
（
日
置
流
弓
術
、
御
家
流
武

学
）
②
拝
知
の
田
代
山
で
春
木
伐
り
③
馬
の
買
い
入
れ
・
売
却
④
干
魃
の
祈
祷

⑤
ア
メ
リ
カ
船
来
航
の
知
ら
せ

　

②
拝
知
は
、
八
戸
藩
士
の
知
行
地
の
こ
と
で
あ
る
。
庄
太
夫
は
家
禄
一
二
五
石
の

上
級
藩
士
だ
が
、
そ
の
う
ち
一
〇
〇
石
が
地
方
知
行
（
＝
知
行
地
給
与
）
で
、
拝
知

は
門
前
村
・
小
久
慈
村
・
長
内
村
（
現
岩
手
県
久
慈
市
）
と
上
館
村
（
現
岩
手
県
軽

米
町
）
に
あ
っ
た
。
農
民
（
＝
拝
知
百
姓
）
に
は
年
貢
以
外
に
も
屋
敷
の
普
請
・
修

理
や
引
越
し
代
、
江
戸
登
り
の
経
費
な
ど
を
負
担
さ
せ
た
の
で
、
相
応
の
気
遣
い
が

必
要
だ
っ
た
。
八
戸
藩
に
は
知
行
主
が
農
民
を
慰
労
す
る
「
椀
飯
」
と
い
う
催
し
が

あ
り
、
遠
山
家
で
は
毎
年
十
二
月
九
日
に
行
う
の
を
基
本
と
し
て
い
た
。

　

⑤
は
黒
船
来
航
の
こ
と
で
、
ペ
リ
ー
艦
隊
は
同
年
六
月
三
日
の
夕
刻
、
浦
賀
に
現

れ
た
。
翌
四
日
に
は
早
く
も
浦
賀
奉
行
所
の
役
人
と
の
折
衝
に
入
っ
た
が
、
湾
内
で

の
測
量
が
威
圧
的
と
見
ら
れ
抗
議
を
受
け
る
な
ど
、
友
好
的
な
雰
囲
気
と
は
言
え
な

か
っ
た
。
同
六
日
、
老
中
阿
部
正
弘
の
判
断
で
大
統
領
親
書
の
受
け
取
り
が
決
ま
り
、

同
九
日
、
久
里
浜
で
浦
賀
奉
行
戸
田
氏
栄
と
井
戸
弘
道
が
ペ
リ
ー
と
会
見
し
た
。

　
「
日
記
」
に
よ
れ
ば
、
飛
脚
は
六
月
十
七
日
の
夕
方
に
着
い
た
と
い
う
。
八
戸
・
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江
戸
間
の
飛
脚
は
、
片
道
八
日
振
り
（
七
泊
八
日
）
を
基
本
と
し
た
。
こ
の
時
は
六

日
振
り
（
五
泊
六
日
）
と
あ
る
の
で
、
早
飛
脚
が
出
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
と
す
れ

ば
、
六
月
十
二
日
に
は
江
戸
を
発
っ
た
わ
け
だ
が
、
こ
の
飛
脚
に
つ
い
て
、
八
戸
城

下
の
商
人
大
岡
長
兵
衛
の
「
多
志
南
美
草
」
に
は
「
嘉
永
六
癸
丑
年
六
月
十
一
日
、

江
戸
御
屋
敷
よ
り
、
六
日
積
の
御
飛
脚
に
て
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
か
つ
て

こ
れ
を
飛
脚
の
到
着
日
と
考
え
た
が
（
拙
著
『
八
戸
藩
』
一
二
七
頁
）、「
日
記
」
と

の
整
合
性
か
ら
、
同
十
一
日
か
同
十
二
日
に
江
戸
を
出
た
と
見
る
の
が
妥
当
な
の

で
、
訂
正
し
て
お
き
た
い
。

【
2
】
嘉
永
七
／
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
①
河
内
屋
か
ら
本
を
借
用
②
小
高
帳
改

め
③
軍
事
調
練
（
妙
野
、
白
山
平
）
④
藩
主
の
台
場
巡
見
（
八
太
郎
、
湊
場
尻
、

館
鼻
座
居
口
、

、
小
舟
渡
、
久
慈
）
⑤
庄
太
夫
の
退
役
願
⑥
安
政
に
改
元

　

①
の
河
内
屋
は
、
八
戸
き
っ
て
の
造
酒
屋
・
橋
本
八
右
衛
門
家
で
あ
る
。
遠
山
家

の
屋
敷
に
隣
接
し
、
何
か
と
付
き
合
い
が
あ
っ
た
。
橋
本
家
は
、
俳
諧
や
絵
画
な
ど

地
元
の
文
芸
活
動
を
支
援
し
た
。
花
巻
出
身
の
画
家
橋
本
雪
蕉
は
縁
あ
っ
て
橋
本
昭

方
の
義
弟
と
な
り
、
京
都
・
鎌
倉
・
江
戸
で
暮
ら
し
た
後
、
晩
年
は
八
戸
に
戻
っ
て

同
家
の
世
話
を
受
け
た
。
ま
た
、
吞
香
稲
荷
社
（
二
戸
市
）
の
小
保
内
家
と
交
流
し
、

同
社
に
書
物
を
送
っ
て
い
た
こ
と
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
蔵
書
も
多
か
っ
た
の
だ
ろ

う
。
庄
太
夫
は
読
書
家
で
、
三
月
二
日
に
「
朝
鮮
太
平
記
」、
同
十
七
日
に
「
天
明

水
滸
伝
」、
七
月
三
日
に
「
太
平
記
秘
鑑
」
を
借
り
出
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
中
国

の
稗
史
小
説
を
模
倣
し
た
読
本
だ
が
、
こ
う
し
た
読
本
の
類
は
八
戸
南
部
家
が
多
数

収
集
し
て
い
て
、
八
戸
市
立
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　

遠
山
家
は
、
江
戸
登
り
が
多
か
っ
た
。
当
主
が
八
戸
に
い
な
い
場
合
は
、
嫡
子
が

そ
の
間
を
埋
め
て
「
日
記
」
を
書
い
た
。
江
戸
に
出
た
当
主
は
在
府
中
の
で
き
ご
と

を
別
冊
の
「
勤
番
日
記
」
に
綴
っ
た
が
、
庄
太
夫
の
「
勤
番
日
記
」
は
、
文
政
十
一

年
・
同
十
三
年
・
天
保
三
年
・
同
九
年
・
十
二
年
・
弘
化
四
年
の
六
回
分
が
あ
る
。

安
政
元
年
に
も
江
戸
登
り
が
あ
っ
た
が
（
六
月
二
十
日
か
ら
八
月
一
日
ま
で
）、
こ

の
時
の
「
勤
番
日
記
」
は
な
い
。
短
期
間
の
往
復
な
の
で
省
略
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
生
ま
れ
の
庄
太
夫
は
、
六
十
歳
に
差
し
掛
か
ろ
う
と
し

て
い
た
。
病
気
に
悩
ま
さ
れ
、
勤
め
を
休
む
こ
と
も
多
く
な
っ
て
い
た
。
用
人
役
の

ほ
か
、
目
付
・
町
奉
行
・
御
近
習
番
・
小
納
戸
役
な
ど
を
歴
任
し
た
疲
れ
も
あ
っ
た

だ
ろ
う
。
⑤
の
退
役
願
に
見
る
よ
う
に
、
隠
居
を
考
え
始
め
た
時
期
で
も
あ
る
。

【
3
】
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
①
庄
馬
の
日
置
流
弓
術
伝
授
②
藩
主
の
江
戸
滞
在

延
長
③

沖
に
唐
船
④
黒
船
来
航
時
の
意
見
書
ま
と
め
を
返
却
⑤
藩
士
に
馬
を

支
給
⑥
鳥
取
り
⑦
江
戸
大
地
震
の
報
知
⑧
江
戸
屋
敷
の
損
害
⑨
八
戸
の
大
雪

　

遠
山
家
は
北
条
流
軍
学
者
の
系
統
で
、
代
々
武
芸
に
励
ん
だ
。
庄
太
夫
は
若
い
頃
、

弓
・
鉄
砲
の
競
技
会
で
優
勝
し
た
こ
と
も
あ
る
（
第
二
巻
）。
嫡
子
の
庄
馬
も
①
の

弓
術
を
初
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
武
芸
を
学
ん
だ
。
庄
馬
は
庄
太
夫
の
腹
違
い
の
弟
五
十

三
郎
で
、
歳
は
二
十
九
も
離
れ
て
い
る
。
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
に
庄
太
夫
の

養
子
と
な
り
、
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
に
庄
馬
、
安
政
六
年
に
庄
七
と
改
名
し
た
。

　

③
唐
船
が
現
れ
た
の
は
三
月
二
日
で
、
多
く
の
見
物
人
が
出
る
騒
ぎ
に
な
っ
た
。

前
年
一
月
に
ペ
リ
ー
が
再
来
し
、
海
防
の
重
要
性
が
叫
ば
れ
て
い
た
時
期
で
あ
る
。

太
平
洋
に
面
し
た
八
戸
藩
は
改
め
て
、
浦
堅
め
（
沿
岸
警
備
）
を
強
化
し
た
。

　

文
化
年
間
の
ロ
シ
ア
船
来
航
以
降
、
海
防
は
八
戸
藩
の
軍
役
の
柱
と
し
て
大
き
な

意
義
を
持
っ
た
。
文
化
四
年
七
月
「
領
内
篝
并
狼
煙
場
図
」（
八
戸
市
立
図
書
館
蔵

八
戸
南
部
家
文
書
）
に
は
、
十
八
か
所
の
篝
場
・
狼
煙
場
が
朱
色
の
○
印
で
示
さ
れ

て
い
る
。

・
麦
生
は
「
大
堅
」
に
、
八
太
郎
・
小
舟
渡
・
有
家
・
湊
・
中
野
は
「
小
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堅
」
に
指
定
さ
れ
た
。
天
保
年
間
に
小
舟
渡
・
久
慈
湊
が
「
大
堅
」
に
追
加
さ
れ
、

幕
末
に
八
太
郎
・
湊
場
尻
・
館
鼻
・
塩
越
・

・
小
舟
渡
・
有
家
・
久
慈
湊
の
八
か

所
に
台
場
（
砲
台
）
が
整
備
さ
れ
た
。
庄
太
夫
は
家
督
を
継
い
だ
直
後
の
文
政
八
年

七
月
、
浦
堅
大
目
付
兼
大
筒
方
と
し
て
八
太
郎
に
詰
め
た
こ
と
が
あ
る
。
庄
太
夫
は
、

安
見
流
砲
術
の
免
許
持
ち
で
も
あ
る
。

　

⑦
は
、
十
月
二
日
に
発
生
し
た
「
安
政
江
戸
地
震
」
で
あ
る
。
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

は
七
、
死
者
は
約
一
万
人
。
江
戸
城
は
櫓
が
落
ち
、
番
所
が
大
破
し
て
、
十
三
代
将

軍
徳
川
家
定
が
西
ノ
丸
の
吹
上
御
庭
に
避
難
す
る
騒
ぎ
と
な
っ
た
。
幕
閣
・
大
名
の

屋
敷
も
被
害
を
受
け
、
小
石
川
の
水
戸
藩
上
屋
敷
で
は
戸
田
忠
太
夫
・
藤
田
東
湖
が

死
亡
し
た
。
桜
田
の
盛
岡
藩
上
屋
敷
で
は
南
部
利
剛
が
負
傷
し
て
い
る
。「
日
記
」

に
よ
れ
ば
、
麻
布
市
兵
衛
町
の
八
戸
藩
上
屋
敷
は
玄
関
・
土
蔵
・
外
屋
根
・
壁
が
破

損
し
た
も
の
の
、
屋
敷
本
体
は
無
事
で
、
ケ
ガ
人
も
な
か
っ
た
。

　

こ
の
年
、
九
代
藩
主
南
部
信
順
の
実
兄
奥
平
昌
高
（
中
津
藩
五
代
藩
主
）
が
死
去

し
た
た
め
、
八
戸
で
は
半
忌
に
服
す
よ
う
指
示
が
出
さ
れ
た
（「
日
記
」
同
年
六
月

二
十
二
日
条
）。
昌
高
・
信
順
の
父
は
島
津
重
豪
（
鹿
児
島
藩
八
代
藩
主
、
隠
居
し

て
栄
翁
）
で
あ
る
。
昌
高
は
信
順
が
八
戸
藩
八
代
藩
主
南
部
信
真
の
養
子
と
な
っ
た

際
、
最
初
の
顔
合
わ
せ
に
同
道
し
た
人
物
で
あ
る
（
畑
尚
子
『
島
津
家
の
内
願
と
大

奥
―
「
風
の
し
る
へ
」
翻
刻
―
』、
同
成
社
、
二
〇
一
八
年
）。

【
4
】
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
①
藩
主
信
順
の
四
品
昇
進
②
禁
裏
修
復
の
御
用
金

上
納
③
庄
馬
の
初
出
仕
と
近
習
登
用
④
庄
太
夫
か
ら
庄
馬
へ
銭
箱
渡
し
⑤
盛
岡

藩
主
の
八
戸
領
内
巡
見
・
海
岸
視
察
へ
の
対
応
⑥
八
戸
で
大
地
震
⑦
城
下
の
被

害
・
損
害
⑧
御
納
戸
金
貸
し
付
け
（
中
里
行
蔵
へ
）

　

①
信
順
は
江
戸
生
ま
れ
で
、
父
重
豪
と
と
も
に
鹿
児
島
藩
の
高
輪
下
屋
敷
で
暮
ら

し
た
。
天
保
四
年
に
父
が
死
去
す
る
と
、
高
輪
に
移
っ
て
き
た
兄
の
島
津
斉
宣
（
鹿

児
島
藩
九
代
藩
主
、
隠
居
し
て
渓
山
）
の
後
見
を
受
け
た
。
信
順
の
八
戸
南
部
家
入

り
は
、
斉
宣
と
姉
広
大
院
（
寔
子
、
十
一
代
将
軍
徳
川
家
斉
室
）
の
尽
力
が
大
き
い
。

信
順
は
天
保
九
年
に
信
真
の
娘
鶴
姫
の
婿
と
し
て
八
戸
藩
上
屋
敷
へ
移
り
、
同
十
三

年
五
月
に
家
督
を
継
い
で
従
五
位
下
・
伊
勢
守
、
安
政
元
年
に
遠
江
守
、
安
政
二
年

十
二
月
に
従
四
位
下
と
な
っ
た
。
そ
の
知
ら
せ
は
年
明
け
の
正
月
三
日
に
八
戸
へ
も

た
ら
さ
れ
、
同
十
九
日
に
祝
賀
の
儀
が
催
さ
れ
た
。
な
お
、
昇
進
内
示
か
ら
老
中
下

達
、
関
係
者
へ
の
周
知
と
進
物
の
や
り
と
り
、
将
軍
へ
の
御
礼
言
上
、
京
都
で
の
口

宣
頂
戴
と
い
っ
た
儀
礼
全
般
に
つ
い
て
は
、
青
森
県
立
図
書
館
蔵
「
四
品
昇
進
一
件
」

に
詳
し
い
（『
青
森
県
立
郷
土
館
研
究
紀
要
』
三
四
、
二
〇
一
〇
年
に
翻
刻
文
あ
り
）。

　

庄
太
夫
は
江
戸
在
府
中
の
天
保
九
年
二
月
に
養
子
御
用
掛
と
な
り
、
信
順
の
婿
入

り
の
準
備
に
当
た
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
信
順
の
八
戸
藩
上
屋
敷
へ
の
引
き
移

り
御
用
も
庄
太
夫
が
務
め
た
。
信
順
の
側
近
く
に
仕
え
た
庄
太
夫
に
対
し
、
信
順
は

し
ば
し
ば
病
気
見
舞
い
の
品
を
贈
っ
て
い
る
。

　

藩
主
の
江
戸
で
の
交
際
、
災
害
や
民
生
へ
の
対
応
な
ど
、
金
が
か
か
る
場
面
は
い

く
ら
で
も
あ
っ
た
。
②
は
、
幕
府
か
ら
命
じ
ら
れ
た
「
禁
裏
御
所
方
御
用
」（
御
所

修
復
費
用
の
負
担
）
の
記
事
で
あ
る
。
四
月
・
七
月
に
各
一
〇
〇
〇
両
、
十
月
に
一

三
二
七
両
の
、
計
三
三
二
七
両
を
上
納
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
も
あ
り
、
こ
の
年
は

御
納
戸
金
（
藩
主
の
手
許
金
）
の
支
出
が
か
さ
ん
だ
。
⑧
に
あ
る
よ
う
に
、
管
理
役

の
庄
太
夫
の
元
に
貸
付
掛
の
中
里
行
蔵
が
何
度
も
訪
れ
、
受
取
証
の
提
出
も
そ
こ
そ

こ
に
、
百
両
、
数
百
両
と
借
り
出
し
て
い
く
。
九
月
十
七
日
に
累
計
五
〇
〇
両
だ
っ

た
も
の
が
、
十
月
二
十
五
日
に
は
二
二
五
〇
両
、
十
一
月
七
日
に
は
三
四
五
〇
両
に

達
し
た
。
そ
こ
で
よ
う
や
く
「
当
分
は
申
し
入
れ
を
控
え
る
よ
う
に
」
と
指
示
が
出
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た
が
、
持
ち
出
し
は
そ
の
後
も
止
ま
な
か
っ
た
。

　

⑥
は
、
七
月
二
十
三
日
に
発
生
し
た
「
安
政
八
戸
地
震
」
で
あ
る
。
地
震
に
よ
る

津
波
は

石
で
波
高
五
・
四
メ
ー
ト
ル
に
達
し
、
八
戸
の
馬
淵
川
で
は
上
流
十
一
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
櫛
引
ま
で
遡
上
し
た
。
死
者
は
盛
岡
・
八
戸
・
仙
台
藩
合
わ
せ
て
三

七
人
だ
っ
た
が
、
八
戸
・
盛
岡
両
藩
で
は
全
壊
二
八
九
軒
・
半
壊
三
〇
〇
軒
余
の
住

居
被
害
を
出
し
た
。
遠
山
家
の
隣
の
河
内
屋
も
、
戸
外
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

【
5
】
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
①
藩
主
の
帰
国
日
程
の
通
知
②
老
女
都
川
ら
の
先

着
③
御
田
屋
普
請
（
現
南
部
氏
庭
園
）
④
花
火
見
物
⑤
馬
淵
川
・
新
井
田
川
の　
　

引
き
網
⑥
城
下
の
火
事
⑦
魚
油
の
手
配
⑧
城
内
で
講
談

  

こ
の
年
は
参
勤
の
義
務
が
解
け
る
の
で
、
本
来
な
ら
五
月
に
藩
主
の
帰
国
と
な
る

の
だ
が
、
地
震
復
興
の
こ
と
も
あ
り
、
信
順
は
早
く
国
元
に
帰
り
た
い
と
願
い
を
出

し
て
い
た
。
二
月
十
七
日
に
①
の
通
知
が
あ
っ
た
後
、
三
月
十
四
日
に
再
通
知
が
あ

り
、
江
戸
発
は
三
月
二
十
五
日
と
決
ま
っ
た
（
実
際
の
到
着
は
四
月
二
十
二
日
）。

②
そ
れ
に
先
立
ち
、
信
順
付
き
の
老
女
都
川
ら
が
八
戸
に
入
り
、
庄
太
夫
が
出
迎
え

て
い
る
。
都
川
は
天
璋
院
（
十
三
代
将
軍
家
定
室
）
付
き
の
幾
島
や
島
津
斉
彬
（
鹿

児
島
藩
十
一
代
藩
主
）
付
き
の
小
の
島
と
連
絡
を
取
り
合
い
、
信
順
に
最
新
の
政
治

情
勢
を
伝
え
る
役
割
を
果
た
し
た
重
要
人
物
で
あ
る
。

　

庄
太
夫
は
、
園
芸
に
造
詣
が
深
か
っ
た
。
折
に
触
れ
、
食
用
の
阿
房
菊
や
青
嵐
な

ど
を
各
所
に
配
っ
て
い
る
。
野
菜
も
作
っ
て
い
て
、
第
七
巻
に
は
夕
顔
・
茄
子
・
わ

さ
び
・
大
根
・
エ
ン
ド
ウ
・
サ
サ
ゲ
・
千
筋
菜
（
水
菜
の
類
）・
大
豆
・
唐
辛
子
、

老
女
都
川
か
ら
譲
ら
れ
た
京
瓜
な
ど
の
名
が
見
え
る
。

【
6
】
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
①
庄
太
夫
へ
の
江
戸
登
り
命
令
②
庄
太
夫
の
病
気　
　

③
藩
主
か
ら
庄
太
夫
へ
病
気
見
舞
い
④
庄
太
夫
の
退
役
願
・
隠
居
願
⑤
庄
馬
の　
　

家
督
相
続
⑥
庄
馬
の
御
納
戸
役
就
任
⑦
宗
門
改
め

　

①
庄
太
夫
へ
の
参
府
命
令
は
、
八
度
目
で
あ
る
。
し
か
し
、
体
調
不
安
は
如
何
と

も
し
が
た
く
、
辞
退
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
④
〜
⑥
は
そ
の
後
始
末
で
、
七
月
九

日
に
家
督
を
継
い
だ
庄
馬
は
三
十
三
歳
に
な
っ
て
い
た
。
安
政
三
年
に
銭
箱
と

を

庄
太
夫
か
ら
渡
さ
れ
た
時
点
で
（
同
年
四
月
二
日
条
）
予
定
さ
れ
て
い
た
流
れ
で
あ

る
。
代
わ
り
に
庄
馬
が
江
戸
へ
行
く
こ
と
に
な
っ
た
が
、
庄
馬
に
と
っ
て
は
諸
学
稽

古
で
連
れ
ら
れ
て
い
っ
た
天
保
十
四
年
以
来
の
こ
と
で
あ
る
。
翌
年
正
月
、
庄
馬
は

庄
七
と
名
を
改
め
、
江
戸
へ
旅
立
っ
た
。

　

以
上
、
年
代
順
に
大
筋
を
た
ど
っ
て
み
た
。
こ
の
ほ
か
に
興
味
深
か
っ
た
記
事

を
、
幾
つ
か
挙
げ
て
み
よ
う
。

ａ
味
噌
煮
（
安
政
二
年
三
月
七
日
条
）「
味
噌
を
仕
込
む
た
め
の
大
豆
を
煮
る
」
と

い
う
意
味
で
、
要
は
味
噌
造
り
で
あ
る
。
生
活
必
需
品
で
あ
る
味
噌
を
、
遠
山
家

は
隣
家
の
河
内
屋
に
頼
ん
で
作
っ
て
も
ら
っ
て
い
た
が
、
河
内
屋
が
商
い
不
正
の

咎
で
戸
締
め
と
な
っ
た
際
（
天
保
九
年
）
は
、
自
家
で
豆
を
煮
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

ｂ
領
知
朱
印
状
の
扱
い
（
安
政
二
年
五
月
十
一
日
条
）
将
軍
の
代
替
り
で
更
新
さ
れ

た
藩
主
信
順
へ
の
朱
印
状
が
、
江
戸
か
ら
在
所
に
届
け
ら
れ
た
際
の
対
応
。
大
名

に
と
っ
て
は
最
重
要
の
書
類
で
、
万
が
一
も
疎
漏
が
な
い
よ
う
、
慎
重
か
つ
丁
寧

に
扱
わ
れ
た
。
そ
の
後
は
時
折
、
陰
干
し
を
行
っ
て
い
る
記
事
も
見
え
る
。

ｃ
ブ
ド
ウ
虫
切
り
（
安
政
二
年
九
月
一
日
条
）
ブ
ド
ウ
ス
カ
シ
バ
と
い
う
蛾
の
幼
虫

は
、
山
ブ
ド
ウ
や
エ
ビ
ヅ
ル
に
寄
生
す
る
。
嘉
永
六
年
八
月
十
六
日
・
二
十
五
日

条
に
も
「
昨
日
家
来
壱
人
召
連
ぶ
と
う
虫
切
罷
越
三
百
程
切
暮
頃
罷
帰
」「
今
日

庄
馬
ぶ
と
う
虫
切
罷
越
百
八
拾
程
切
帰
」
と
あ
り
、
釣
り
エ
サ
と
し
て
取
ら
せ
て

い
た
よ
う
だ
。
庄
太
夫
の
釣
り
好
き
は
、
父
庄
右
衛
門
譲
り
で
あ
る
。
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ｄ
イ
タ
コ
へ
の
祈
祷
依
頼
（
安
政
二
年
十
一
月
二
十
五
日
条
）
遠
山
家
は
上
級
藩
士

ゆ
え
、
医
者
や
薬
の
手
配
が
比
較
的
、
容
易
だ
っ
た
。
六
月
に
出
産
し
た
妻
の
た

め
に
高
価
な
大
黄
を
求
め
た
り
、
熊
胆
を
与
え
た
り
し
て
い
る
。
十
一
月
に
入

り
、　

妻
・
母
・
庄
馬
が
風
邪
の
症
状
を
示
し
た
が
、
母
は
な
か
な
か
回
復
し
な

か
っ
た
。
薬
効
が
な
か
っ
た
の
で
イ
タ
コ
を
頼
ん
だ
の
だ
が
、
当
主
で
あ
る
庄
太

夫
が
看
病
を
人
任
せ
に
せ
ず
主
体
的
に
行
っ
て
い
る
様
が
垣
間
見
え
る
。

ｅ
オ
ッ
ト
セ
イ
（
安
政
三
年
五
月
十
日
条
）
親
類
の
白
井
家
か
ら
「
お
っ
と
せ
い
」

を
貰
い
た
い
と
言
っ
て
来
た
の
で
、
有
り
合
わ
せ
の
古
い
も
の
だ
が
切
っ
て
や
っ

た
、
と
あ
る
。
滋
養
強
壮
に
良
い
と
さ
れ
て
い
た
オ
ッ
ト
セ
イ
は
、
塩
漬
け
で
売

買
さ
れ
た
。
八
戸
近
海
で
も
獲
れ
た
よ
う
だ
が
、
弘
前
藩
・
松
前
藩
は
ア
イ
ヌ
が

獲
っ
て
き
た
も
の
を
納
め
さ
せ
て
お
り
、
そ
う
し
た
品
か
も
知
れ
な
い
。

ｆ
彗
星
の
出
現
（
安
政
五
年
八
月
二
十
九
日
条
）
彗
星
は
、
江
戸
時
代
の
史
資
料
に

し
ば
し
ば
登
場
す
る
。
津
軽
領
で
は
、
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
十
一
月
の
キ
ル

ヒ
彗
星
（「
津
軽
編
覧
日
記
」）、
延
享
元
年
（
一
七
四
四
）
正
月
の
ク
リ
ン
ケ
ン

ベ
ル
グ
彗
星
（
同
）、
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
七
月
の
メ
シ
エ
彗
星
（「
封
内
事

実
秘
苑
」）、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
九
月
の
ド
ナ
チ
彗
星
（「
金
木
屋
日
記
」）

な
ど
が
記
録
さ
れ
て
い
る
（
小
田
桐
茂
良
「
青
森
県
内
の
古
文
献
に
見
ら
れ
る
天

象
」、『
青
森
県
史
研
究
』
四
、
二
〇
〇
〇
年
）。「
日
記
」
に
記
さ
れ
た
の
は
、
ド

ナ
チ
彗
星
で
あ
る
。
第
七
巻
の
注
記
は
「
ド
ナ
ケ
彗
星
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
イ

タ
リ
ア
人
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
バ
ッ
テ
ィ
ス
タ
・
ド
ナ
テ
ィ
が
発
見
し
た
の
で
、
正

し
く
は
「
ド
ナ
テ
ィ
彗
星
」
か
「
ド
ナ
チ
彗
星
」
で
あ
る
。「
最
初
ハ
、
明
ケ
七

時
よ
り
北
東
ノ
間
ニ
出
登
、
此
節
暮
六
時
よ
り
五
時
隠
」「
去
月
よ
り
此
節
共
ニ

ほ
う
き
星
西
ノ
方
ニ
、
長
サ
最
初
一
弐
間
ニ
見
得
候
処
、
此
節
十
間
計
見
得
候
節

も
有
之
、
不
同
也
、
大
ほ
し
」
と
あ
り
、
初
め
小
さ
く
見
え
た
も
の
が
、
徐
々
に

大
き
さ
を
増
し
て
い
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
安
政
五
年
八
月
二
十
九
日
は
、
グ
レ

ゴ
リ
オ
暦
十
月
五
日
。
ド
ナ
チ
彗
星
の
地
球
最
接
近
は
同
暦
十
月
十
日
（
太
陽
最

接
近
は
同
暦
九
月
三
十
日
）
で
、
ひ
と
き
わ
大
き
く
見
え
て
い
た
時
期
だ
っ
た
。

　
「
日
記
」
に
は
、
政
治
思
想
に
関
す
る
書
き
手
の
感
想
は
ほ
と
ん
ど
現
れ
な
い
。

藩
主
の
動
向
や
上
級
武
士
と
し
て
の
勤
め
振
り
、
経
済
・
世
相
の
動
き
、
家
族
・
親

戚
筋
と
の
交
流
、
農
民
や
町
人
と
の
や
り
と
り
が
淡
々
と
記
録
さ
れ
、
個
人
の
日
記

と
言
う
よ
り
は
、
家
の
日
記
と
言
う
べ
き
側
面
が
強
い
。
し
か
し
、
そ
の
簡
潔
さ
の

裏
側
に
は
、
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
豊
か
な
人
の
営
み
が
広
が
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。「
日
記
」
の
記
事
を
手
が
か
り
に
し
て
そ
う
し
た
部
分
を
調
べ
、
補
っ
て

い
く
の
は
、
実
に
楽
し
い
作
業
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
だ
け
の
分
量
を
活

字
化
す
る
こ
と
の
労
苦
は
大
変
な
も
の
で
、
本
書
の
刊
行
に
関
わ
っ
た
方
々
の
地
道

で
は
あ
る
が
極
め
て
重
要
な
仕
事
に
、
改
め
て
敬
意
を
表
し
た
い
。

　

な
お
、「
日
記
」
に
つ
い
て
は
、
三
浦
忠
司
氏
が
『
八
戸
藩
「
遠
山
家
日
記
」
の

時
代
』（
岩
田
書
院
、
二
〇
一
二
年
）
に
分
か
り
や
す
く
ま
と
め
て
い
る
の
で
、
こ

ち
ら
を
併
読
す
る
こ
と
を
お
勧
め
す
る
。

（
Ａ
5
判
、
六
七
七
頁
、
八
戸
市
立
図
書
館
編
、
八
戸
市
、
平
成
三
十
年
十
月
三
十

一
日
発
行
、
二
五
七
〇
円
（
税
込
））

※
注
文
は
八
戸
市
内
の
書
店
、
ま
た
は
八
戸
市
立
図
書
館
歴
史
資
料
グ
ル
ー
プ

　

電
話
・
フ
ァ
ク
ス
（
〇
一
七
八
）
七
三
―
三
二
三
四
ま
で

（
ほ
ん
だ
・
し
ん　

青
森
県
立
青
森
商
業
高
等
学
校
教
諭
）


